
平
成
二
十
四
年
二
月
三
日
受
領

答

弁

第

一

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
一
号

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
陵
墓
の
治
定
変
更
と
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
陵
墓
の
治
定
変
更
と
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

古
代
の
皇
室
の
歴
史
等
に
関
す
る
「
古
事
記
」
、
「
日
本
書
紀
」
等
の
記
述
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
も

諸
説
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
史
実
か
否
か
を
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
御
指
摘

の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
六
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
一
一
号
）
（
三
）
及
び
（
五
）
に
つ
い
て
の
と
お
り
お
答
え

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
に
つ
い
て

陵
墓
及
び
陵
墓
参
考
地
（
以
下
「
陵
墓
等
」
と
い
う
。
）
は
、
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三

条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
皇
室
用
財
産
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宮
内

庁
が
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
考
古
学
上
の
古
墳
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
陵
墓
等
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
九
十
五
条
が
規
定
す
る
措
置
の
一
環
と
し
て
地
方
公
共
団

一



体
が
作
成
し
た
遺
跡
台
帳
に
、
考
古
学
上
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
御
指
摘
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年

八
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
七
五
第
三
八
号
）
（
五
）
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、
「
不
詳
」
と
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
四
十
五
陵
は
、
「
延
喜
式
」
に
加
え
、
「
日
本
書
紀
」
、

「
古
事
記
」
等
の
古
記
録
の
記
述
、
地
元
の
口
碑
伝
承
、
現
地
踏
査
等
に
基
づ
き
治
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
五
）
、
（
七
）
及
び
（
八
）
に
つ
い
て

陵
墓
等
の
治
定
替
え
又
は
治
定
解
除
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
資
料
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
答
弁
書

（
平
成
二
十
一
年
七
月
六
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
一
一
号
）
（
十
三
）
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
理
を
述
べ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
七
五
第
三
八
号
）
（
四
）
に
つ
い
て
で

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
九
）
及
び
（
十
）
に
つ
い
て

二



陵
墓
参
考
地
の
治
定
の
根
拠
と
さ
れ
た
古
記
録
や
口
碑
伝
承
の
内
容
が
史
実
で
あ
る
か
を
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
陵
墓
参
考
地
の
治
定
に
当
た
っ
て
は
、
古
記
録
の
記
述
、
地
元
の
口
碑
伝
承
、
現
地
踏
査
等
に
基
づ
き
、
総

合
的
に
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
十
一
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
に
お
い
て
は
、
学
術
論
文
等
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
陵
墓
等
の
管
理
を
通
し
て
得
ら
れ
る
知
見
を
踏
ま
え
、
現

在
も
陵
墓
参
考
地
の
考
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
十
二
）
に
つ
い
て

ご
う

お
尋
ね
の
「
今
城
塚
古
墳
」
に
つ
い
て
は
、
墳
丘
の
長
さ
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
周
濠
等
の

跡
も
良
好
に
認
め
ら
れ
、
学
術
上
重
要
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
三
年
（
千
九
百
五
十
八
年
）
二
月
十
八
日
に

史
跡
に
指
定
し
た
。
史
跡
指
定
範
囲
は
、
墳
丘
、
内
濠
、
内
堤
、
外
濠
及
び
外
堤
の
一
部
で
あ
る
。

（
十
三
）
に
つ
い
て

み
し
ま
の
あ
い
の
の
み
さ
さ
ぎ

継
体
天
皇
三
嶋
藍
野
陵
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
（
千
七
百
十
六
年
か
ら
千
七
百
三
十
六
年
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）

ま
で
に
現
在
地
に
治
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
考
証
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
明
治
に
至
り
、
宮
内
省
が
、
古
記

三



録
の
記
述
、
地
元
の
口
碑
伝
承
、
現
地
踏
査
等
に
基
づ
き
、
再
考
証
を
行
い
、
現
在
地
が
適
当
と
し
て
い
る
。

（
十
四
）
に
つ
い
て

は

に

わ

お
尋
ね
の
「
太
田
茶
臼
山
古
墳
」
か
ら
出
土
し
た
埴
輪
が
製
作
さ
れ
た
時
期
及
び
同
古
墳
の
築
造
時
期
に
つ
い
て
は
、
茨

木
市
教
育
委
員
会
か
ら
五
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
「
今
城
塚
古
墳
」
か
ら
出
土
し
た

埴
輪
が
製
作
さ
れ
た
時
期
及
び
同
古
墳
の
築
造
時
期
に
つ
い
て
は
、
高
槻
市
教
育
委
員
会
か
ら
六
世
紀
前
半
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

（
十
五
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
窯
跡
群
」
に
つ
い
て
は
、
「
今
城
塚
古
墳
」
等
に
置
か
れ
た
埴
輪
が
製
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
大
規

模
な
工
房
の
跡
で
あ
り
、当
時
の
埴
輪
製
作
の
実
態
が
具
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
点
で
学
術
上
重
要
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
三
年
（
千
九
百
九
十
一
年
）
七
月
二
十
日
に
史
跡
に
指
定
し
た
。

（
十
六
）
か
ら
（
十
八
）
ま
で
に
つ
い
て

お
ち
の
お
か
の
え
の
み
さ
さ
ぎ

お
ち
の
お
か
の
え
の
は
か

継
体
天
皇
三
嶋
藍
野
陵
、
斉
明
天
皇
越
智
崗
上
陵
及
び
大
田
皇
女
越
智
崗
上
墓
に
つ
い
て
は
、
「
古
事
記
」
、
「
日
本
書

紀
」
、
「
延
喜
式
」
等
の
古
記
録
の
記
述
、
地
元
の
口
碑
伝
承
、
現
地
踏
査
等
に
基
づ
き
、
治
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発

四



掘
調
査
等
の
成
果
に
基
づ
く
諸
説
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
宮
内
庁
と
し
て
は
、
治
定
を
覆
す
に
足
る
確
実
な
資
料

を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
後
と
も
様
々
な
調
査
に
基
づ
く
学
術
的
成
果
に
は
留
意
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

（
十
九
）
に
つ
い
て

斉
明
天
皇
越
智
崗
上
陵
及
び
大
田
皇
女
越
智
崗
上
墓
に
関
す
る
「
日
本
書
紀
」
等
の
古
記
録
の
記
述
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

諸
説
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
記
述
」
の
「
内
容
を
詳
ら
か
に
」
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
二
十
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
被
葬
者
」
は
、
文
武
天
皇
で
あ
る
。

（
二
十
一
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
事
柄
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
皇
室
の
方
々
の
お
耳
に
も
達
し
て
い
る
も
の

と
拝
察
し
て
い
る
。

（
二
十
二
）
に
つ
い
て

東
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
の
工
事
は
、
墳
丘
裾
部
が
濠
水
に
よ
り
浸
食
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
進
行
を
防
止
す
る

五



た
め
、
墳
丘
裾
部
の
保
護
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事
前
調
査
は
、
工
事
予
定
部
分
で
あ
る
墳
丘
裾
部
等
に
、
複
数
の

ト
レ
ン
チ
を
設
置
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
二
十
三
）
及
び
（
二
十
七
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
に
お
い
て
は
、
堺
市
教
育
委
員
会
が
、
東
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
周
辺
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
と
同
様
に
同
時
調
査
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
同
市
と
協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
二
十
四
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
二
十
五
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
は
、
平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
に
百
舌
鳥
陵
墓
参
考
地
に
お
い
て
保
全
整
備
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
を
行
い
、

堺
市
教
育
委
員
会
は
、
宮
内
庁
の
調
査
と
同
時
に
同
陵
墓
参
考
地
周
辺
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に

お
い
て
は
、
調
査
前
に
宮
内
庁
と
堺
市
と
の
間
で
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
い
て
情
報
の
共
有
や
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
が
、

調
査
の
実
施
主
体
及
び
目
的
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
同
時
調
査
と
呼
称
し
た
。

（
二
十
六
）
に
つ
い
て

六



平
成
二
十
三
年
（
二
千
十
一
年
）
三
月
三
十
一
日
に
堺
市
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
「
百
舌
鳥
古
墳
群
の
調
査
五
御
廟
山

古
墳
（
Ｇ
Ｂ
Ｙ－

六
）
発
掘
調
査
報
告
書
」
に
は
、
宮
内
庁
及
び
堺
市
教
育
委
員
会
の
調
査
成
果
の
全
体
が
、
双
方
の
調
査

区
の
配
置
等
が
記
載
さ
れ
た
図
面
も
含
め
、
総
合
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
二
十
八
）
か
ら
（
三
十
一
）
ま
で
に
つ
い
て

し

宮
内
庁
と
し
て
は
、
陵
墓
等
に
つ
い
て
は
、
現
に
皇
室
に
お
い
て
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
皇
室
と
国
民
の
追
慕
尊
崇

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
陵
墓
等
の
管
理
に
必
要
な

場
合
を
除
き
、
陵
墓
等
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
は
、
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
学
術
研
究
上
の
観
点
か
ら

の
必
要
不
可
欠
な
立
入
り
の
要
請
に
対
し
て
は
、
陵
墓
等
の
本
義
に
支
障
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
三
十
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
古
記
録
に

お
い
て
「
山
陵
」
が
「
撥
」
か
れ
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
陵
墓
等
に
つ
い
て
、
そ
の
陵
墓
等
の
名
称
、
考
古
学
上
の
名
称
、

所
在
地
、
「
撥
」
か
れ
た
年
の
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

七



し
な
が
の
や
ま
だ
の
み
さ
さ
ぎ

磯
長
山
田
陵

山
田
高
塚
古
墳

大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町

康
平
三
年
（
千
六
十
年
）

さ
き
の
た
た
な
み
の
い
け
じ
り
の
み
さ
さ
ぎ

狹
城
盾
列
池
後
陵

佐
紀
石
塚
山
古
墳

奈
良
県
奈
良
市

康
平
六
年
（
千
六
十
三
年
）

（
三
十
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
外
濠
等
」
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
文
化
財
保
護
法
第

九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
文
化

財
保
護
の
観
点
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
適
切
な
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
外
濠
等
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
明
確
に
は
な
っ

て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
同
法
に
基
づ
く
史
跡
へ
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
や
堺
市
教
育
委
員
会
の

発
掘
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
土
地
所
有
者
等
の
財
産
権
に
配
慮
し
つ
つ
、
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

（
三
十
四
）
に
つ
い
て

は

ぜ

大
阪
府
教
育
委
員
会
が
土
師
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
と
し
て
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
い
る
範
囲
に
お
い
て
、
文
化

財
保
護
法
に
規
定
す
る
届
出
を
し
た
上
で
行
わ
れ
た
調
査
件
数
は
、
宮
内
庁
管
理
部
分
は
一
件
、
宮
内
庁
管
理
部
分
以
外
は
、

調
査
を
実
施
し
た
大
阪
府
教
育
委
員
会
及
び
堺
市
教
育
委
員
会
か
ら
七
十
四
件
と
聞
い
て
お
り
、
合
計
七
十
五
件
で
あ
る
。

八



ま
た
、
お
尋
ね
の
「
検
出
件
数
」
は
四
十
五
件
で
、
そ
の
う
ち
現
状
保
存
さ
れ
た
も
の
は
二
十
八
件
で
あ
り
、
現
状
保
存
さ

れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
遺
跡
の
記
録
を
作
成
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
の
規
定
す
る
届

出
を
せ
ず
に
行
わ
れ
た
調
査
及
び
同
法
施
行
前
に
行
わ
れ
た
調
査
に
つ
い
て
は
、
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

（
三
十
五
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
明
ら
か
に
破
壊
さ
れ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
堺
市
教
育
委
員
会
に
よ

れ
ば
、
百
舌
鳥
古
墳
群
に
お
い
て
墳
丘
が
消
滅
し
て
い
る
古
墳
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
の
施
行
前
に
消
滅
し
た
も
の

も
含
め
、
六
十
一
基
を
把
握
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
同
法
施
行
後
に
墳
丘
が
消
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は
少
な
く
と
も
九
基
を
把
握
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
こ
の
九
基
に
つ
い
て
は
、
開
発
行
為
に
伴
う
事
前
の
調
査
に
よ

っ
て
遺
跡
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
適
切
な
措
置
が
採
ら

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
三
十
六
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
史
跡
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
六
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
一
一
号
）
（
二

九



十
七
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
現
在
の
名
称
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
三
十
七
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
後
円
部
の
等
高
線
と
ほ
ぼ
直
角
に
交
わ
る
破
線
」
の
箇
所
は
、
現
在
、
周
囲
と
判
別
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
、

「
墳
丘
く
び
れ
部
を
斜
め
に
横
切
る
破
線
」
の
箇
所
は
、
現
在
、
切
り
通
し
状
と
な
っ
て
い
る
。
「
等
高
線
と
ほ
ぼ
直
角
に

交
わ
る
破
線
」
の
箇
所
を
通
路
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
三
十
八
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
研
究
者
個
人
に
よ
る
申
請
」
に
つ
い
て
は
、
分
析
体
制
等
の
観
点
か
ら
想
定
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
「
分
析
の
申
請
」
は
な
い
。

（
三
十
九
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
科
学
分
析
」
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
と
し
て
、
現
時
点
で
は
、
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
先
の
答
弁
書

（
平
成
二
十
一
年
七
月
十
七
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
五
七
号
）
（
二
十
八
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
分
析
実

績
の
あ
る
機
関
か
ら
申
請
が
あ
り
、
学
術
上
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
実
施
方
法
な
ど
を
考
慮

し
、
検
討
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

一
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（
四
十
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
に
お
い
て
は
、
学
術
研
究
上
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
宮
内
庁
内
で
の
展
示
、
博
物
館
等
へ
の
貸
出
し
等
に
努
め

て
お
り
、
実
績
の
あ
る
博
物
館
等
か
ら
申
請
が
あ
り
、
学
術
上
等
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
四
十
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
陵
墓
等
の
治
定
以
降
、
管
理
用
敷
地
の
編
入
等
に
よ
る
異
動
が
多
数
あ
り
、
調
査
に
膨
大
な
作
業

を
要
す
る
た
め
、
そ
の
全
て
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
最
近
の
事
例
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
（
二
千
十

う
じ
の
わ
き
い
ら
つ
こ
の
み
こ
と
う
じ
の
は
か

年
）
四
月
二
十
七
日
付
け
で
菟
道
稚
郎
子
尊
宇
治
墓
の
参
道
入
口
部
分
の
一
部
を
用
途
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
四
十
二
）
に
つ
い
て

当
時
の
政
府
が
制
札
を
設
置
し
た
目
的
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
記
録
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
陵
墓
の
静
安
と
尊
厳

を
守
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
太
政
官
達
以
前
の
陵
墓
の
管
理
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
確
で

は
な
い
。

（
四
十
三
）
に
つ
い
て

一
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現
在
、
宮
内
庁
が
設
置
し
て
い
る
外
構
柵
は
、
陵
墓
等
の
静
安
と
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、
良
好
な
状
態
で
管
理
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
外
構
柵
」
が
最
初
に
設
置
さ
れ
た
正
確
な
時
期
及
び
目
的
、
最
初
の
古

代
高
塚
式
の
陵
墓
等
が
ど
れ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
四
十
四
）
に
つ
い
て

く
ぎ
ょ
う

陵
墓
等
に
鳥
居
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
と
し
て
は
、
平
安
時
代
の
公
卿
の
日
記

や
ま
し
な
の
み
さ
さ
ぎ

か
し
わ
ば
ら
の
み
さ
さ
ぎ

に
天
智
天
皇
山
科
陵
、
桓
武
天
皇
柏
原
陵
等
に
鳥
居
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
鳥
居
が
平
安

時
代
に
は
建
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
古
記
録
等
に
お
い
て
も
鳥
居
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
皇
室
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
陵
墓
等
に
鳥
居
を
設
置
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

（
四
十
五
）
に
つ
い
て

宮
内
庁
と
し
て
は
、
「
日
本
書
紀
」
の
記
述
に
基
づ
け
ば
、
平
成
二
十
八
年
（
二
千
十
六
年
）
は
、
神
武
天
皇
が
崩
御
し

て
か
ら
二
千
六
百
年
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。

（
四
十
六
）
に
つ
い
て

一
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「
日
本
書
紀
」
は
神
武
天
皇
の
即
位
に
つ
い
て
、
「
辛
酉
年
春
正
月
庚
辰
朔
天
皇
即
帝
位
於
橿
原
宮
是
歳
為
天
皇
元
年
」

と
記
述
し
て
お
り
、
こ
の
「
辛
酉
年
春
正
月
庚
辰
朔
」
は
、
暦
学
上
、
紀
元
前
六
百
六
十
年
二
月
十
一
日
に
当
た
る
と
解
さ

れ
て
い
る
。
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